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福
祉
部

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部

安
全
部

委
員
長
あ
い
さ
つ

久
家
　
健
一

こ
の
度
、
都
和
地
区
市
民
委
員

会
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

市
民
委
員
会
は
、
自
分
た
ち
が

住
む
地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
住

み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め
の
組

織
で
す
。

六
つ
の
専
門
部
会
に
お
い
て
、

各
町
内
選
出
の
部
会
員
の
皆
様
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
社
会
情
勢
や
地
域

の
実
情
を
勘
案
し
、
地
区
長
さ
ん

部
長
　
川
田
　
栄
作

時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
半
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
９
月
29

日
に
放
射
線
の
お
そ
ろ
し
さ
の
研

修
会
を
福
祉
部
、
安
全
部
、
環
境

部
合
同
で
行
い
ま
し
た
。

12
月
２
日
に
は
公
民
館
ま
つ
り

が
あ
り
ま
す
が
、
安
全
部
で
は
来

場
者
の
方
が
気
持
ち
よ
く
参
加
で

き
る
よ
う
心
が
け
、
お
も
て
な
し

の
心
で
駐
車
場
の
誘
導
に
あ
た
り

ま
す
。

２
月
に
は
、
大
切
な
人
の
命
を

救
え
る
よ
う
救
命
講
習
会
を
実
施

部
長
　
糸
賀
　
美
幸

毎
月
第
３
木
曜
日
に
「
い
き
い

き
健
康
体
操
」
を
開
催
し
、
楽
し

く
運
動
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
ま
つ
り
で
は
、
焼
き
鳥

店
を
出
店
し
て
い
ま
す
。
例
年
好

評
で
午
前
中
に
は
完
売
の
状
態
で

す
。多

く
の
方
に
お
買
い
上
げ
い
た

だ
け
る
よ
う
に
色
々
と
工
夫
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

土浦市まちづくり市民会議

【正副委員長】
委 員 長

▲

　久家　健一（都和ブロック会長・笠師町）
副委員長

▲

　大木　信男（都和ブロック副会長・西並木町）
　　　　　　梅田　香（体育協会長）・髙田　利信（都和中学校長）

都和地区市民委員会

常任委員会

専門部事業内容

福
祉
部

いきいき健康体操（スポーツ健康部共催）
安全部との合同研修
会食型食事サービス事業への協力
雑巾の作成と福祉施設への寄贈
合同研修会への参加

安
全
部

他地区との安全部内研修
他専門部との防災関係研修
普通救命講習会Ⅰ
「歩く会」への参加・協力
合同研修会への参加

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部

いきいき健康体操（福祉部共催）
市民散策会への参加・協力
歩く会への参加・協力
合同研修会への参加

環
境
部

花いっぱい運動の実践
ポイ捨て防止ポスター看板の作成・設置
土浦市環境展への参加
公民館と土浦北ＩＣ周辺の清掃
合同研修会への参加

文
化
広
報
部

広報紙「つわの風」の発行（年２回）
定例編集会議
広報紙取材
ふれあいコンサートの開催
合同研修会への参加

青
少
年
育
成
部

あいさつ・声かけ運動（各学期末）
非行防止キャンペーンへの参加
青少年健全育成キャンペーンへの参加
都和地区子ども夏まつりの開催
チャレンジクラブへの参加

共
通
都和地区奉仕作業への参加・協力
公民館まつりへの参加・協力

【市民委員会組織図】
都和地区市民委員会の活動

は
じ
め
関
係
各
位
の
皆
様
方
と
共

に
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

部
長
　
田
中
　
治
江

都
和
地
区
市
民
委
員
会
の
今
年

度
の
目
標
が
「
防
災
」
と
決
ま
り

ま
し
た
。
福
祉
部
と
し
て
災
害
時

に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
行
動

の
中
心
が
で
き
た
こ
と
で
皆
で
考

え
、
協
力
し
て
い
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
公
民

館
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ

で
、「
福
祉
の
店
」を
担
当
し
ま
す
。

市
内
の
福
祉
施
設
で
造
ら
れ
た

小
物
や
パ
ン
、
せ
ん
べ
い
な
ど
沢

山
の
品
物
が
並
び
ま
す
。
売
り
上

げ
は
全
部
各
施
設
に
分
配
さ
れ
ま

す
。
ど
う
ぞ
皆
様
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
地
区
内
の
児
童
養
護
施

設
に
手
縫
い
の
雑
巾
を
贈
呈
す
る

た
め
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

女
性
も
男
性
も
関
係
な
く
一
針

一
針
に
お
子
さ
ん
の
成
長
を
願
っ

て
縫
い
ま
す
。

地
域
の
福
祉
に
つ
い
て
お
役
に

立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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環
境
部

文
化
広
報
部

青
少
年
育
成
部

部
長
　
清
藤
　
雅
宏

「
つ
わ
の
風
」
33
号
は
、
市
民

委
員
会
各
部
の
活
動
状
況
、
都
和

の
体
育
活
動
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ

ブ
の
活
動
報
告
、
ま
ち
の
話
題
そ

し
て
同
好
会
報
告
を
掲
載
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

体
育
活
動
と
し
て
は
、
体
協
主

催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ラ
ジ

オ
体
操
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
そ
し

て
、
市
民
体
育
祭
。
ま
ち
の
話
題

と
し
て
は
、
サ
ロ
ン
紹
介
（
サ
ロ

ン
都
和
の
里
、
中
都
サ
ロ
ン
）。

同
好
会
紹
介
と
し
て
は
、紫
峰
会
、

七
彩
会
を
掲
載
し
ま
し
た
。

毎
月
編
集
委
員
会
を
開
催
し
、

面
白
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容

と
す
る
べ
く
、
部
員
一
同
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

今
年
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
10
月
21
日
（
日
）
特
別
に
、

茨
城
県
民
オ
ペ
ラ
協
会
に
協
力
し

て
頂
き
、
オ
ペ
ラ
「
小
野
小
町
百

年
の
恋
」
名
曲
編
を
開
催
し
ま
し

た
。
伝
説
の
舞
台
は
土
浦
で
、
10

年
来
公
演
さ
れ
て
い
た
小
野
小
町

の
愛
の
物
語
の
名
作
で
、会
場
は
、

満
杯
で
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
声
援

が
あ
り
ま
し
た
。

部
長
　
木
野
内
完
治

環
境
整
備
活
動
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
、
花
壇
の
管

理
・
整
備
事
業
は
、
例
年
実
施
さ

れ
て
い
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

に
参
加
し
て
い
ま
す
。今
年
は「
お

も
て
な
し
花
壇
」
と
し
て
大
好
き

い
ば
ら
き
県
民
会
議
主
催
の
「
第

47
回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
と
し
て
、
公
民
館

ま
つ
り
に
は
10
月
１
日
か
ら
開
始

さ
れ
る
家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
伴

う
、
ご
み
の
減
量
方
法
等
に
つ
い

て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
ポ
イ
捨
て
防
止
ポ
ス

タ
ー
」の
展
示
及
び
看
板
の
作
成
、

年
末
に
は
、
公
民
館
周
辺
の
清
掃

活
動
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

部
長
　
髙
橋
　
和
江

８
月
25
日
、
３
回
目
を
数
え
る

「
子
ど
も
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
ハ
ー
ト
ご
ま
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
、ス
ト
ロ
ー
と
ん
ぼ
、

ロ
ビ
ー
で
は
、
お
手
玉
作
り
、
ダ
ー

ツ
に
ゴ
ム
鉄
砲
と
普
段
体
験
の
出

来
な
い
昔
遊
び
を
指
導
者
か
ら
教

わ
り
ま
し
た
。
賑
や
か
に
子
ど
も

た
ち
の
声
が
飛
び
交
い
、
今
ま
で

以
上
に
楽
し
む
様
子
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

帰
り
に
は
、
お
菓
子
の
つ
か
み
取

り
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に
か
き
氷
を
頬

張
り
、
夏
ま
つ
り
を
終
え
ま
し
た
。

猛
暑
の
せ
い
か
宣
伝
不
足
か
、

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
、
次
回
へ
の
課
題
と
感
じ
ま

し
た
。

文
化
広
報
部
主
催
で
９
月
12
日

（
水
）
か
ら
20
日
（
木
）
ま
で
ホ
ー

ル
で
展
示
し
ま
し
た
。

歴
史
や
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、広
島
・長
崎
の
原
爆

パ
ネ
ル
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
月
29
日
（
土
）
福
祉
部
・
安

全
部
・
環
境
部
合
同
主
催
に
よ
る

10
月
19
日
（
金
）
専
門
部
の
合

同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
先
は
、
守
谷
市
に
あ
り
ま

す
明
治
な
る
ほ
ど
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

守
谷
と
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
茨
城
工
場

で
す
。

両
工
場
と
も
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

環
境
に
や
さ
し
い
工
場
で
し
た
。

当
日
は
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
20
人
も
の
専
門
部
の
皆
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
有
意
義
に
学
べ
る
施
設

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

環境部花壇

原
爆
パ
ネ
ル
展

原
爆
パ
ネ
ル
展

放
射
線
に

　
　関
す
る
研
修

放
射
線
に

　
　関
す
る
研
修

専
門
部
合
同
研
修
会

専
門
部
合
同
研
修
会

放
射
線
に
関
す
る
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
放
射
線
の
専
門
家

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ

か
り
や
す
く
や
さ
し
い
講
義
に
受

講
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
ま
し

た
。
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話題
地
域
の
部

【
優
秀
賞
】

・
東
並
木
町
健
康
ク
ラ
ブ

・
都
和
地
区
市
民
委
員
会
環
境
部

・
西
並
木
町
町
内
会

・
並
木
一
丁
目
健
康
ク
ラ
ブ

・
都
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　山
内
竜
輝
さ
ん
（
都
和
中
８
年
）

石
岡
地
方
中
学
校
野
球
大
会

優
秀
選
手
賞

前
田
隼
利
さ
ん
（
都
和
中
８
年
）

石
岡
地
方
中
学
校
野
球
大
会打撃

賞

山
崎
璃
宇
久
さ
ん
（
都
和
中
８
年
）

県
南
総
体
水
泳
競
技

２
０
０
ｍ
自
由
形

第
３
位

４
０
０
ｍ
自
由
形

第
２
位

鎌
田
涼
太
郎
さ
ん
（
都
和
中
９
年
）

伊
藤
颯
真
さ
ん
（
都
和
中
９
年
）

角
田
琉
星
さ
ん
（
都
和
中
９
年
）

山
崎
璃
宇
久
さ
ん
（
都
和
中
８
年
）

県
南
総
体
水
泳
競
技

４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

第
３
位

酒
井
麗
さ
ん
（
都
和
中
８
年
）

県
民
総
体
兼
国
体
茨
城
県
大
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
少
年
の
部
２
人

チ
ー
ム
戦	

準
優
勝

都
和
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

県
南
総
体
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

競
技	

第
３
位

都
和
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

県
南
総
体
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技	

第
３
位

都
和
中
野
球
部

石
岡
地
方
中
学
校
野
球
大
会優　

勝

都
和
中
吹
奏
楽
部

茨
城
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県

南
地
区
大
会

Ｂ
部
門
優
秀
賞

都
和
中
合
唱
部

茨
城
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル銀　

賞

各
種
目
で
上
位
成
績
の
皆
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

篠
田
ひ
よ
り
さ
ん（
都
和
小
４
年
）

第
35
回
全
日
本
ジ
ュニ
ア
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

会
ピ
ア
ノ
部
門（
小
中
学
生
の
部
）

奨
励
賞

都
和
南
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
11
回
少
年
野
球
や
さ
と
大
会

優　
勝

都
和
レ
ッ
ド
ウ
イ
ン
グ
ス

ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
大
会第

３
位

常
希
心
さ
ん（
都
和
中
８
年
）

石
岡
地
方
中
学
校
野
球
大
会

最
優
秀
選
手
賞

【
優
良
賞
】

・
笠
師
町
子
ど
も
育
成
会

【
努
力
賞
】

・
都
和
一
・
四
丁
目
敬
和
会

学
校
の
部

【
優
秀
賞
】

・
都
和
小
学
校

【
優
良
賞
】

・
都
和
南
小
学
校

・
都
和
児
童
館

　

並
木
一
丁
目
健
康
ク
ラ
ブ
、
都

和
地
区
環
境
部
の
２
団
体
は
第
46

回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー

ル
お
も
て
な
し
花
壇
の
部
推
薦
団

体
と
な
り
ま
し
た
。

土
浦
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
か
ら
表
彰
・
受
賞

８
月
20
日
（
月
）
市
役
所
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
た
た
え
る

表
彰
者
と
第
47
回
花
い
っ
ぱ
い
運

動
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

都
和
地
区
か
ら
は
３
名
の
方
が

表
彰
さ
れ
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
地
域
の
部
で
７
つ

の
団
体
、
学
校
の
部
で
は
、
２
校

１
館
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
に
お
け
る
奉
仕
活
動
、
環

境
美
化
活
動
、
青
少
年
育
成
活
動

な
ど
、
地
域
の
た
め
に
長
年
尽
力

し
、
多
大
な
功
績
を
あ
げ
て
い
る

方
や
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
の
部

　

宮
本　

正
巳
（
並
木
二
丁
目
）

　
　

奉
仕
活
動
12
年

　

健
康
ク
ラ
ブ
を
会
長
と
し
て
、

ク
ラ
ブ
の
運
営
に
多
大
に
尽
力
。

第
47
回
花
い
っ
ぱ
い
運
動

コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を

た
た
え
る
表
彰

西並木町町内会 東並木町健康クラブ

中川市長から表彰状
を授与される
坪井　勇さん

笠師町子ども育成会 並木一丁目健康クラブ

　

坪
井　

勇
（
並
木
三
丁
目
）

　
　

青
少
年
育
成
活
動
５
年

　

週
１
回
の
危
険
箇
所
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
保
護
者
か
ら

の
信
頼
も
厚
い
。

　

山
岸　

治
（
並
木
四
丁
目
）

　
　

青
少
年
育
成
活
動
20
年

（
敬
称
略
）

　

下
校
時
の
児
童
の
付
き
添
い
地

域
の
安
心
・
安
全
に
尽
力
。

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

（4）
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都
和
地
区
ラ
ジ
オ
体
操

中
央
大
会

都
和
中
地
区
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会

都
和
中
地
区
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会

都
和
地
区
の
２
つ
の
ふ
れ
あ

い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
紹
介
し

ま
す
。

平
成
26
年
４
月
、
当
時
の
地
区

長
が
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
立
ち
上
げ
た
。
都
和
一
・
四

丁
目
サ
ロ
ン
「
都
和
の
里
」
は
、

毎
月
水
曜
日
「
集
会
所
」
で
手
芸
・

囲
碁
・
将
棋
を
計
画
し
た
が
、
参

加
者
が
少
な
く
解
決
策
と
し
て
カ

ラ
オ
ケ
の
機
材
を
購
入
し
、
お
茶

し
な
が
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
を
始
め
た

と
こ
ろ
、
多
数
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
つ
わ
ぶ
き
」
で
毎
月
第
４
水
曜

日
実
費
に
て
お
茶
会
・
カ
ラ
オ
ケ

と
称
し
、
歌
を
聴
き
な
が
ら
の
会

話
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
発
散
と
笑

顔
が
絶
え
な
い
楽
し
み
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
和
一
・
四
丁
目
「
集

会
所
」
が
取
り
壊
し
の
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
活

動
は
続
け
て
行
き
ま
す
。

中
都
三
丁
目
の
渡
邉 

義
之
氏

が
代
表
を
務
め
る
中
都
サ
ロ
ン

は
、
月
１
回
程
度
の
交
流
会
『
花

壇
作
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
出

前
講
座
等
の
講
演
会
、
お
茶
の
み

会
』
を
通
じ
て
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
町
内
の
絆
を
強
め
、
支
え
あ

い
、
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
26
年
８
月
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
笑
顔
で　

無
理
せ
ず　

ゆ
っ
た
り
と
」で
す
。

今
後
は
、
将
棋
・
囲
碁
・
オ
セ
ロ
、

趣
味
講
座
等
を
取
り
入
れ
て
参
加

者
を
増
や
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た

サ
ロ
ン
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

朝
の
さ
わ
や
か
な
時
間
、
早
起

き
し
て
体
を
動
か
す
の
は
大
変
気

持
ち
の
良
い
も
の
で
す
。

今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
男
　
子

１
位　

茂
田
井
敏
夫（
西
並
木
町
）

２
位　

内
野　

哲
夫（
並
木
三
）

３
位　

佐
山　

英
夫（
東
並
木
町
）

　
女
　
子

１
位　

軽
部
き
よ
子（
並
木
四
）

２
位　

内
野　

満
江（
並
木
三
）

３
位　

塩
浦
満
智
子（
並
木
四
）

（
敬
称
略
）

　

７
月
８
日（
土
）大
学
ボ
ウ
ル
で

第
１
回
目
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

１
位　

富
島　

清
（
板
谷
）

２
位　

山
内
一
夫
（
並
木
）

３
位　

本
橋　

透
（
中
貫
）

（
敬
称
略
）

第
２
回
目
の
大
会
を
６
月
10
日

（
土
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
サ
ロ
ン

サ
ロ
ン 

都
和
の
里

サ
ロ
ン 

都
和
の
里

都
和
一
・
四
丁
目

都
和
一
・
四
丁
目

中
都
サ
ロ
ン

中
都
サ
ロ
ン

中
都
町

中
都
町

都
和
中
地
区
体
育
協
会
の

　
　
　
　
上
半
期
活
動
報
告 中都町バーべキュー大会（８月）
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○
八
月
二
十
八
日（
火
）

ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園

都
和
小 

五
年
　
今
井
　

愛
心

ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園
に
初
め
て

い
き
ま
し
た
。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
は
、
大
人

が
が
遊
ん
で
も
楽
し
い
ぐ
ら
い
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
長
い
す

べ
り
台
は
、
い
き
よ
う
よ
く
す

べ
っ
た
の
で
気
持
ち
よ
か
っ
た
で

す
。遊

び
終
わ
っ
た
ら
お
昼
ご
飯
を

食
べ
ま
し
た
。
お
昼
は
自
分
で
買

う
の
で
、
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
た
こ
や
き
と
あ
げ
も

ち
を
買
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

友
達
と
協
力
し
た
の
で
、
ま
い

子
に
な
ら
ず
に
す
み
ま
し
た
。

バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
に
き
ち
ん

と
あ
い
さ
つ
が
で
き
ま
し
た
。
家

族
で
い
き
た
い
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
と
は
、
各

公
民
館
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
達

の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
す
。　

本
年
度
の
都
和
地
区
市
民
委
員

会
の
ク
ラ
ブ
員
は
、
二
十
七
名
で

す
。皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

充
実
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
に

な
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動

は
、
十
回
を
計
画
し
実
施
し
て
い

ま
す
。

第
五
回
ま
で
に
実
施
し
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
こ
ど
も
た
ち
の

感
想
等
を
紹
介
し
ま
す
。

○
五
月
十
三
日（
日
）

開
校
式
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

都
和
小 

五
年
　
伊
藤
　

羽
音

同
じ
班
の
人
は
七
人
で
す
が
、

き
ょ
う
は
六
人
し
か
こ
れ
な
く
て

残
念
で
し
た
。
次
の
と
き
に
会
い

た
い
で
す
。

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
は
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。
で
も
、
最
後
に
バ

ル
ー
ン
が
わ
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

と
て
も
残
念
で
し
た
。

協
力
し
て
で
き
ま
し
た
。
あ
い

さ
つ
も
で
き
ま
し
た
。

次
は
、
カ
レ
ー
作
り
な
の
で
楽

し
み
で
す
。

○
六
月
二
日（
土
）

ハ
イ
キ
ン
グ
と
カ
レ
ー
作
り

都
和
南
小 

五
年
　
末
光
千
花
子

今
日
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
カ

レ
ー
作
り
を
し
ま
し
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
と
て
も
遠

か
っ
た
け
れ
ど
が
ん
ば
っ
て
登
り

ま
し
た
。
中
央
青
年
の
家
に
着
い

た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

カ
レ
ー
作
り
で
は
、
食
材
な
ど

を
あ
ら
っ
た
り
、
切
っ
た
り
し
ま

し
た
。
と
て
も
お
い
し
い
カ
レ
ー

が
で
き
ま
し
た
。
家
で
も
作
っ
て

み
た
い
で
す
。

あ
い
さ
つ
は
き
ち
ん
と
で
き
ま

し
た
。
友
達
と
仲
良
く
協
力
で
き

ま
し
た
。

○
七
月
八
日（
土
）

卓
球
教
室

都
和
小 
五
年
　
大
関
　
歩

最
初
は
あ
ま
り
打
ち
返
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
た
ら
、
少

し
ず
つ
上
達
し
て
い
き
ま
し
た
。

最
後
の
コ
ッ
プ
を
た
お
す
ゲ
ー
ム

の
と
き
に
、
一
回
た
お
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

あ
い
さ
つ
は
き
ち
ん
と
で
き
ま

し
た
。
友
達
と
仲
良
く
協
力
で
き

ま
し
た
。

○
八
月
三
日（
金
）

茨
城
空
港
・
笠
間
焼
き

都
和
南
小 

六
年
　
篠
崎
　

日
陽

今
日
、
茨
城
空
港
と
か
さ
間
工

芸
の
丘
に
行
き
ま
し
た
。

茨
城
空
港
で
は
、
北
海
道
か
ら

き
て
、
着
陸
す
る
飛
行
機
を
見
ま

し
た
。
茨
城
空
港
が
自
衛
隊
の
し

せ
つ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。　
　

  

か
さ
間
工
芸
の
丘
で
は
マ
グ

カ
ッ
プ
の
絵
つ
け
を
し
ま
し
た
。

き
れ
い
に
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。あ

い
さ
つ
は
き
ち
ん
と
で
き
ま

し
た
。
友
達
と
も
協
力
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。

チ
�
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動

チ
�
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動

（6）
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【都和小地区】

　　優　勝　板谷四丁目

　　準優勝　小山崎・笠師町・中都町

　　第３位　中貫

【都和南小地区】

　　優　勝　西並木町

　　準優勝　並木四丁目

　　第３位　常名

平成30年度市民体育祭
10月8日

平成30年度市民体育祭
10月8日

10月８日（月）恒例の市民体育祭が青空のもと都和小学校、都和南小学校で
開催されました。

紅白玉入れ

防災訓練

年令別リレー

年令別リレー宝さがし

グラウンドゴルフ競争

金管バンド・バトンパ
レード

ラケットボールリレー

デカパンリレー

デカパンリレー

綱　引　き

グラウンドゴルフ競争
リレー

むかで競争リレー

スピード競争リレー
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つ
わ
の
風　

第
33
号
発
行
に

あ
た
り
、
写
真
や
原
稿
を
お
よ

せ
い
た
だ
い
た
皆
様
、
快
く
取

材
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
方
々
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

“
大
変
そ
う
な
広
報
委
員
”

で
す
が
、
ス
テ
キ
な
メ
ン
バ
ー

と
の
雑
談
な
ど
有
意
義
な
時
間

を
も
ち
な
が
ら
今
後
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
を
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
、
情
報
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

職

員
紹

介

職

員
紹

介

職

員
紹

介社
協
都
和
支
部

職
員川

﨑
　
麻
由

管
理
員

矢
口
　
久
美
子

公
民
館
館
長

土
田
　
俊
紀

編
集
後
記

この広報紙は環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。

同 好 会 紹 介同 好 会 紹 介

　

都
和
公
民
館
七
宝
焼
講

座
か
ら
同
好
会
と
な
り
は

や
20
年
、
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
先
生
も
お
年
を

召
さ
れ
て
お
辞
め
に
な

り
、
七
彩
会
の
名
の
と
お

り
彩
り
を
楽
し
み
自
分
だ

け
の
作
品
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

七
宝
焼
と
は
銅
、
丹
銅

そ
の
他
金
属
に
釉
薬
（
ガ

ラ
ス
質
の
粉
末
）
を
焼
き

つ
け
る
こ
と
又
そ
の
作
品

を
い
い
ま
す
。
会
は
水
曜

日
第
一
、
第
三
に
一
日
を

通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
の
都
和
公

民
館
講
座
か
ら
30
年
続

く
「
古
文
書
」
の
勉

強
会
で
す
。「
こ
も
ん

じ
ょ
」
と
読
み
ま
す
。

主
に
江
戸
時
代
の
「
も

ん
じ
ょ
」を
読
み
ま
す
。

何
か
敷
居
が
高
そ
う
で

す
が
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
で
い
う

回
覧
板
で
あ
っ
た
り
、

地
震
の
被
害
記
録
や
喧

嘩
の
仲
裁
経
緯
等
。
分

か
ら
な
い
字
や
言
葉
は

き
ち
ん
と
説
明
し
て
も

ら
え
ま
す
。
現
在
12
名

で
す
が
、
皆
楽
し
く
参

加
し
て
い
ま
す
。
第
２

第
４
水
曜
日
の
午
後
、

入
会
大
歓
迎
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　

七 彩 会　ななさいかい

紫 峰 会　しほうかい

本
年
４
月
に
土
浦
市
社
会
福
祉

協
議
会
都
和
支
部
に
着
任
し
都
和

公
民
館
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

着
任
前
は
公
民
館
へ
の
異
動
に
不

安
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
地

域
の
皆
様
に
暖
か
く
迎
え
て
い
た

だ
き
、
今
で
は
心
強
さ
を
感
じ
な

が
ら
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
土
浦
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
誰
も
が
住
み
よ
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
各
種
支
部
事
業
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。
支
部
事
業
に

お
き
ま
し
て
も
皆
様
に
は
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
事
業
に
取
り
組
む
中
で
、

都
和
地
区
で
も
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
や
高
齢
世
帯
に
よ
る
介
護
、

核
家
族
で
の
子
育
て
な
ど
、
様
々

な
困
り
ご
と
を
抱
え
る
方
に
お
会

い
し
ま
す
。
都
和
公
民
館
が
身
近

な
福
祉
の
相
談
窓
口
と
な
り
少
し

で
も
地
域
の
お
力
に
な
れ
る
よ

う
、
ま
た
住
民
同
士
で
支
え
あ
う

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
日
々
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

４
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
が
気
持
ち

良
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
都

和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
業

務
に
携
わ
る
の
は
初
め
て
で
す
が
、

都
和
地
区
の
皆
様
に
暖
か
く
迎
え

て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
は
、
公
民
館
と
社
会
福
祉
協

議
会
支
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
文

字
通
り
地
区
の
結
び
つ
き
を
深
め

る
各
種
事
業
の
実
施
、
公
民
館
は

生
涯
学
習
施
設
と
し
て
講
座
の
企

画
や
同
好
会
等
へ
の
貸
館
の
実
施
、

社
会
福
祉
協
議
会
支
部
は
地
域

福
祉
の
支
援
や
相
談
業
務
を
主
に

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
業
務
を
円
滑
に
進

め
て
い
く
た
め
に
、
都
和
地
区
の

皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

居
心
地
の
良
い
、
皆
様
に
愛
さ

れ
る
施
設
を
目
指
し
、
職
員
一
同

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（8）
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